
 

 

 

 

廣津直樹先生の日本作物学会賞の受賞を祝して 

Prof. Naoki Hirotsu Wins 64th CSSJ Award for Yield-Associated Genes in Rice 
 

生命科学部 生命科学科 藤村 真 
 

生命科学部生命科学科の廣津直樹教授が 2020 年の

作物学会の学会賞を受賞されました。2020 年 3 月に

予定されていた第 249 回日本作物学会での授与式は、

残念ながら新型コロナウイルス感染拡大防止のため中

止となりましたが、歴史のある学会の栄えある学会賞

の受賞を心からお祝いを申し上げます。受賞の対象と

なった研究は「遺伝学的解析手法を取り入れたイネの

収量及び関連形質の制御機構に関する研究」で、廣津

先生に加えて、農研機構の石丸健氏および宇都宮大学

の柏木孝幸氏との共同受賞です。 

 人類はこれまで選抜育種により作物を作りあげ、優

良形質遺伝子を遺伝学的な育種により導入して、品種

改良を行ってきました。一方で、イネの収量は多くの

遺伝要因に支配される量的形質であり、古典遺伝学的

な手法で遺伝子を同定することは困難です。そこで廣

津らは、イネゲノム情報を利用して、DNA マーカー

との連鎖を利用する量的形質遺伝子座（QTL）解析を

行い、その成果として①イネの増収につながる複数の

遺伝子（TGW6 や NAL1 など）を同定し、②それらの

遺伝子の増収メカニズムを分子生物学的に解明し、さ

らに、③全世界人口の 1/3 の食料を支えるイネの多収

量品種の育成の礎を築いてきました。 

受賞対象となった増収に関わる新規遺伝子 TGW6 に

ついて紹介すると、IAA-グルコースから IAA を遊離

させる酵素で、植物ホルモン IAA の活性型の濃度を調

節していると考えられます。この酵素は、胚乳細胞の

細胞分裂と同時にデンプン合成遺伝子の発現を抑制し

ており、変異型は種子粒サイズとデンプン量を増加さ

せます。つまり、この酵素を働かなくさせることで、

増収に必要な“器”を大きくするとともにデンプンの

供給力も増加させることができる、育種上の実用性が

高いものと言えます。 

収量を増加させる遺伝子はゲノム育種の材料として

注目されており、最近話題のゲノム編集技術を利用し

たプロジェクト等も進められています。さらに、

TGW6 遺伝子はコムギにも存在することから、イネの

みでなく、コムギの多収品種の育成も期待されます。

また、抑制的にはたらく TGW6 を阻害する化合物は、

品種改良を経ることなく、様々なイネ品種やコムギ品

種の収量を増加させる可能性があり、全く新しい概念

の植物調節剤となる可能性も期待されます。 

作物学分野の長い研究蓄積を利用しつつ、新しい手

法を導入して基礎的な基盤をしっかりと構築し、分子

生物学的なメカニズム解明から実際の応用にまで展開

してゆく、まさに、生命科学のお手本のような研究展

開です。世界人口は、現在 78 億人ですが 2050 年には

96 億人に増加するとされており、SDGs の項目 2「飢

餓をゼロに」の達成が求められています。この研究

は、食料の安定確保という人間社会の持続的な発展に

寄与する研究です。今後の廣津先生の研究のさらなる

発展を楽しみに、お祝いの言葉とさせていただきま

す。 
 

 

 

 

 

大上安奈先生の「一般社団法人 日本生理人類学会 論文奨励賞」の受賞を祝して 

Celebrating for Assoc.Prof. Oue,”the Winner of Japanese Society of Physiological Anthropology” 
 

食環境科学部 健康栄養学科 太田 昌子 
 

2019 年に、大上安奈先生が発表された原著論文「高

齢者における膝伸展運動時の大腿動脈血流応答」が高

齢者の健康寿命延伸への貢献が期待されると評価さ

れ、日本生理人類学会 2019 年度 論文奨励賞を受賞さ

れた。受賞された論文は、J-STAGE 上で全文が閲覧

できるため、早速、拝読させていただいた。 

巷では「足が冷える」とよく言う。この生理現象に

加齢が関連していることは想像に難くない。しかし、

先生は「歳だから」で終わらせず、更に思考を深化さ

せ、「老化に伴う皮膚血流量の低下は、なぜ下肢から始

まるのか」に着目される。その機序を検討するため

に、高齢者と若年成人に下肢温浴、いわゆる足湯を行

うと、高齢者の導管動脈血流量の増加率は若年者より

も小さく、とりわけ、大腿動脈で顕著に年齢差がある

ことを新規知見とした論文を 2018 年に発表されたこ

とが出発点となっている。 

さらに深化させた本論文では、高齢者が「自転車を

こぐ」ときの膝伸展運動を測定されており、筋量あた

りの大腿動脈血流量は老化により抑制されないが、高

齢者は減弱した血管コンダクタンス（高い血管抵抗）

を大きな昇圧応答で補う機序を論述されている。 

門外漢の私にとっては、上述の解釈にも膨大な時間

を要したにもかかわらず、これ以上の理解は諦めざる

得ないが、研究室に無造作におかれている楯を見るた

びに、この上ない快挙であることを実感する。 

論文内容を詳述することはできないが、受賞論文か

ら思うことは二つある。一つは、科学技術振興機構が

発表した 2019 年「研究開発の俯瞰報告書-俯瞰と潮流

-」と合致していることである。報告書によると、ライ

フサイエンス・臨床医学分野では、大量の生命情報か

ら法則を発見するというデータ駆動型の新しいアプロ

ーチにより生命現象の理解が格段に進展したことが述

べられている。その基盤の上に、日本の政策として、

個別化・層別化医療の実現や、分子・細胞・組織・器

官等における生命システムの解明が課題となっている。 

先生の報文は上述の個別化・層別化医療の実現の礎

であり、緻密な理論を報文で蓄積することが我々大学

教員の唯一無二の手法であることを再認識した。 

今、国立研究開発法人が各分野の俯瞰と潮流に着眼

している。これらの考えの原点は学祖井上円了の「学

はその深きを以て貴しとせず 利民の用有るを以て貴し

とす。識はその博きを以て貴しとせず 済世の用有るを

以て貴しとす。」を淵源とする建学の精神に通ずるもの

であるように思う。 

大上先生が東洋大学に着任されてから、10 年が経と

うとしている。教育と研究を両立させ、博士後期課程

の学生を筆頭に邁進されている姿を横目にみて、先生

の益々のご活躍を祈念したい。 

受賞おめでとうございます。 
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